
平面図(上から)

断面 B-B(敷地を y = 0 で切る・奥に見える物も描く)

地表 GL ±0

溝 15,032

11,344

深さ 4,952

レゴリス 3,557

放射器 1,117 m²(板 5000×4000 を立てる)

漏れ磁場の柵 R33,335(0.5 mT)

火星 — 全体配置図

火星の中緯度・地下氷のある所(仮置き)

合同会社J-Catalyst ／ FreeCAD 1.1 + Python(LUNAR FUSION COIL LAB)

縮尺 1:500

単位 mm ／ 2026-10-31

図番 LF-MARS-02

注記 1. 概念設計。配置は計算の結果(放射器の面積・遮蔽の厚み・漏れ磁場の柵の半径)から決めた。
2. 図形は FreeCAD の CAD モデルの投影と断面。平面図は覆いの上から見た形。
3. 一点鎖線は炉の軸。地面の切り口は斜線、盛り土は点、建屋の壁はコンクリートの模様。
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